






























参加人員 約１２０名、  会場：生涯学習センター７階ホール 

３）  「まちだ景観まちづくりフォーラム」 ２０１３年６月２９日（土曜日） 

テーマ ： 近郊の風景、郊外の景観～郊外の歴史と現在から考える 

講師に早稲田大学教育・総合科学学術院教授若林幹夫氏をお迎えして、都市

の発展とともに近郊の原風景が郊外化し現在のような景観となってきたことについ

て、社会学的なアプローチで都市景観の変遷をとらえた斬新な講演を聞かせてい

ただきました。 特に、最近の都市開発でいわゆる開発業者の販売戦略によって

土地が商品化されているさまや、高度成長による新住民の出現による価値観の多

様化からもたらされる郊外景観の出現とその評価についてのご指摘など興味深い

ものがありました。 

また、第２部では、茅ヶ崎市で「まち景まち観フォーラム・茅ヶ崎」を主宰してい
らっしゃる高見澤和子氏による「まち歩きから始まる、茅ヶ崎の景観まちづくり」と題

してその活動状況をご披露願いました。 まち歩きを通じて地元の誇るべき景観を

発掘し、共有してゆく過程、周辺住民や一般市民を巻き込んでゆく手法に、我々も

深く感ずるところがありました。 

参加人員：約１００名 会場：生涯学習センター７階ホール 
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景観づくり市民サポーターの活動年表

開　　催　　日　　　 　　　　　　　　　　内　　　　　　　　　　　　　容 　類　　別

２０１１年６月４日（土）

町田市景観づくり市民サポーター第一回会議開催（参加人員４
９名） 町田市景観市民調査会の提案を受け地域景観資源の発
掘、広報活動、地域住民を巻き込んだ景観活動組織の設立など
をテーマとし、３グループ（景観賞の創設、普及啓発、考え続け
る）に分かれて活動を始める。そして、普及啓発グループからは
緑に特化して普及活動を行う緑のグループが形成され、４グ
ループがそれぞれに独自の活動を展開する。

全体会議

　　　　６月２５日（土）
自主検討会実施。各グループの代表の選出、グループ間の連
絡体制の確立、検討事項のすり合せを行う。

自主検討会

　　　　７月３０日（土）
第２回全体会議開催。　各グループ（Ｇ）の個別活動計画につい
て方針発表。

全体会議
分科会

　　　　８月１６日（火） 有志で秦野市の景観市民会議を見学（４名参加） 有志

９月８日（木） 小野路宿通り、奈良ばい谷戸の現地調査。 景観賞Ｇ

９月１７日（土）
第３回全体会議開催。　景観賞Ｇ，普及啓発Ｇ、緑のＧ，考え続
けるＧの４つのグループからそれぞれの活動状況について発
表。

全体会議
分科会

　　　　１１月３日（木）

考え続けるＧでは、町田市の特長である複雑な地形によっても
たらされる景観を再認識するために市内を輪切りにして歩こうと
いうことで　シリーズで街歩きを企画し、第１回を金井・本町田
ルートを探索した。

考え続けるＧ

　　　１１月１２日（土）
第４回全体会議開催。　普及啓発Ｇから来年３月に第１回の
フォーラムを行うことを提案。　緑のＧから緑の景観づくりの実践
企画書（道路ラインの美化）提出。

全体会議
分科会

　　　１２月１２日（月）
テーマを「緑の心・緑の文化を育てよう」（仮題）として進士五十八
氏に講師を打診。　来年３月１１日にセミナーを開催をすることに
した。

普及・啓発Ｇ

２０１２年２月１１日（土）
第５回全体会議開催。　普及啓発Ｇから景観セミナー企画案に
ついて報告。　各グループの活動状況について発表。

全体会議
分科会

２月１６日（木）
緑Ｇは、活動テーマを新庁舎に向かう駅前通りの景観づくりに絞
り込んで、実践活動を行うことに決定。

緑のＧ

３月５日（月） 景観審議会に対し、景観賞実施要領について提案（第１回）。 景観賞Ｇ

　　　　　３月１１日（日）
まちだ景観セミナー「町田の風景、みんなでつくる風景」と題し、
健康福祉会館で実施した。　講師：東京農業大学名誉教授進士
五十八氏。　参加者市民サポーターを中心に１０１名。

セミナー

４月１日（金） 「町田市景観みちしるべ ～景観づくりガイドライン」冊子発行 町田市

　　　　　５月１２日（土）
第６回全体会議開催。　各グループの活動方針について確認。
街づくり推進課が地区街づくり課に名称変更。

全体会議
分科会
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５月１６日（水）
町田市にアダプト・ア・ロード事業の申し出を行う。駅前通りの美
化と緑化の実践活動に入る。　６月には町田法人会の支援体制
を構築。

緑のＧ

　　　　　８月１５日（水）

普及啓発Ｇで、今年１１月に賑わいづくりの景観マネージメントを
テーマとして、横浜市立大学の国吉教授を招き「景観まちづくり
フォーラム」の開催を企画。商工会議所、商店会連合会、地区町
内会自治会連合会など幅広く呼びかけることとした。

普及・啓発Ｇ

８月２４日（金）
景観審議会に対し、景観賞実施要領について修正提案（第２
回）。

景観賞Ｇ

９月２９日（土）
第７回全体会議開催。　景観賞Ｇから「プレ景観賞」の募集、緑
のＧから植栽実践活動の輪の広がり、考え続けるＧから輪切り
の街歩き等の実践活動について報告。

全体会議
分科会

１２月８日（土）
第８回全体会議開催。各Ｇの進捗状況の確認と意見交換。１１
月に開催した『景観まちづくりフォーラム」の結果報告。

全体会議
分科会

２０１３年２月１日（金） 「町田市景観指南書 ～公共事業景観形成指針」冊子発行 町田市

２月１６日（土）

第９回全体会議開催。次年度の「景観まちづくりフォーラム」企画
について、６月に早稲田大学の若林教授と茅ヶ崎市で活動する
高見澤さんを招聘することについて報告。プレ景観賞応募に関
する問題点等検証報告。

全体会議
分科会

３月２２日（金） 町田市景観審議会に対し、景観賞実施要領について提案。 景観賞Ｇ

４月２４日（水）
町田法人会主催の被災地復興支援事業に参加、市民ボランテ
イアとも協働して駅前通りの植栽活動の輪を広げる。

緑のＧ

６月１日（土）
第１０回全体会議開催。各グループの活動成果の集約と、次期
のサポーター募集に際し、本組織に関する問題点等について活
発に意見交換した。

全体会議
分科会

６月２９日（土）

「近郊の風景、郊外の景観ー郊外の歴史と現在から考える」と題
し、フォーラムを開催。若林先生の基調講演のあと高見澤さんか
ら茅ヶ崎市における景観まちづくりの活動報告があった。参加者
１０６名。

フォーラム

８月１日（木） 第１回町田市景観賞の募集を開始。（市広報発表） 景観賞Ｇ

９月２８日（土）

第１１回全体会議開催。　普及啓発Ｇから景観セミナー実施計画
（３月１日）の発表、講師に景観審議会会長の鈴木伸治さんを招
へい。　同時に景観賞発表と表彰式、各グループの活動報告を
行うこととした。

全体会議
分科会

１０月１７日（木）
景観賞候補について、市役所１階で一般投票（10月31日まで）開
始。

景観賞Ｇ

１１月１日（金）
景観審議会へ出席（通算５回目）。景観賞の応募整理の経緯等
について説明。

景観賞Ｇ

１２月７日（土）
第１２回全体会議開催。　景観賞の応募結果の報告、他各グ
ループの活動成果等についてそれぞれ報告。　　活動報告書の
作成等について意見交換。

全体会議
分科会
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２０１４年２月４日（火）
第１期市民サポーターの活動成果を冊子にまとめるため集めら
れた資料を基に編集会議を実施。

普及啓発Ｇ
他有志

１２月１５日（土）
「わぎりの街歩き」プロジェクトは７つのルートを１０回に分けて実
施、この日をもって完了。　成果を３月下旬に冊子化して発行（予
定）。

考え続けるＧ

２月８日（土）

第１３回全体会議開催。３月１日開催のセミナー実施計画概要と
景観賞発表と表彰式　、各グループの活動成果報告の実施概
要説明。　活動報告書（冊子）編集内容に　ついて説明。　３年間
の活動結果についての反省並びに意見交換を行った。

全体会議
分科会

　　３月１日（土）
「景観まちづくりの現状と今後の課題」と題して町田市景観審議
会　会長鈴木伸治氏による講演ほか景観賞の発表と表彰、各グ
ループによる活動成果報告会を実施。

セミナー、
景観賞表彰式
ほか

＊このほか、各グループでは個別に自主検討会を定例的に実
施し、熱心に議論や実践活動を行ったことを付記します。
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